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　いい準備をする　 
 
　いきなり問題です。昨年度の校長通信にも記載している内容なので、 
２・３年生の皆さんは正解できると思います。 
 
　私（伊藤悟）は、大学生の頃、喫茶店でウエイターのアルバイトをして 
いましたが、そこで大きな失敗をしてしまいました。その失敗とは？ 
　次から選んでください。 
　①　「チョコレートパフェ　７個」の注文を受け、調子に乗って自分一人 
　　で全てを運び、お客様一人一人に置いていったところ、お盆にのっていた 
　　最後のチョコレートパフェをお客さんの服の上に落としてしまった。 
　②　「店内で流す音楽はアルバイトに一任」というのをいいことに、当時、大好きだった小泉今
　　日子さんの「真っ赤な女の子」という曲を延々と流していたところ、厨房のチーフに「お前た
　　ち、いい加減にしろ！」と大声で一喝された。 
　③　強面のお客様から「灰皿に水」と言われたので、灰皿の中に水を入れて持って行ったところ、
　　「灰皿とコップ一杯の水をください」という意味だったため、そのお客様からものすごい剣幕 
　　で怒鳴られた。 
 
　もうお気づきかと思いますが、正解は①、②、③の全部です。全て実話です。当時、ピュアでシ
ャイでナーバスなおとめ座の美少年だった私は、大勢の前での失敗に心が切り刻まれ、泣きたくな
りました。これらの失敗から私が学んだことは、①調子に乗らない、最後まで油断しない、②自分
勝手な行動をしない、勘違いしない、③相手の話が分からない時は確認する、自分が悪い場合は自
分の言葉で謝罪する、です。失敗しなくても気付かなければいけない当たり前のことなのですが、
自分の失敗の原因を探ることで学ぶことができました。失敗をすることで失敗の恐ろしさ、悔しさ 

 を知ることができるし、失敗しないための心構えや準備の重要性も知ることができるのです。
 
　中総体などの大会も、各種コンクールも、学校行事も、高校入試も、必ずその日がやってきます。
多様な経験を積み重ねた姿で、その日をむかえることになります。だから、今は、あわてず、あせ

 らず、逃げ出さず、自分ができる精一杯の準備をして本番に全力で臨みましょう。そうすれば、後
 悔を減らすことはできそうです。

 
 　おまけの話です。

　失敗ウエイターをフォローして、私と一緒にお客さんに謝ってくれたのが喫茶店のマスター（店
長さん）や先輩方でした。失敗して恥ずかしい気持ち、申し訳ない気持ちに加えて、周囲の人の優
しさや温かさを感じることができました。困っている人の手を取って支えてくれる人、頑張ってい
る人の足を引っ張って迷惑をかける人。さて、チームに必要な人間はどちらなのでしょうか。 
 
 
　山王中生の活躍！　 
 

＜令和６年度全国バトントワリング大会＞ 
　バトン    銀　賞      最後まで頑張り抜いた３年生の皆さん、お疲れ様でした！ 
 

＜第42回全日本ジュニア新体操選手権大会（2025年国際大会派遣選手選考会）＞ 
　新体操    五十嵐　明峰　　個人総合　第４位 
　　　　　　　　　　　　　　　リング　第３位   クラブ　第３位

発行人：右手の人差し指の手術を
したことで、抜糸までの数日間、
当たり前にできないことが増えた
不便を感じる一方、左手を使うこ
とが増えることによる大脳の活性
化をひそかに期待している伊藤悟


